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｢経済危機対策｣で拡充される税制等

大阪府知事表彰“大阪府発明実施功労者”を受賞　他

青年部だより

女性会だより　他
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新会員のご紹介コーナー　他

雇用保険制度が変わりました ！

大阪府立産業技術総合研究所　他

会員増強運動実施中　他
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○詳しくは日商HPをご覧ください。　　http://www.jcci.or.jp/zeisei/index.html

　平成21年度・22年度の税額控
除限度額が、法人税額の20％か
ら「30％」に引き上げられます。  
　また、税額控除限度額を超過し
た額の繰越期間が、１年から最長
「３年」（24年度まで）に延長されます。
　なお、この結果、平成21年度・
22年度に発生した税額控除限度
額を超過した額を23年度・24年
度に活用する場合、23年度・24
年度の税額控除限度額が「30
％」となります。

　20歳以上の者が直系尊属（実父母、実祖父母等）から居住用家屋の
取得に充てるために金銭の贈与を受けた場合には、この期間を通じて
500万円まで贈与税が別枠で非課税となります。この特例は、暦年課税
（110万円）または相続時精算課税（住宅の場合：3,500万円）の従来
の非課税枠と併用できます。

①長期間使用した車の廃車を伴う新車購入補助（スクラップインセンティブ）

②新車購入補助（長期間使用した車の廃車を伴わないもの）

（注）「☆☆☆☆」は、平成17年排出ガス基準75％低減を達成した車

※平成21年４月１日より、環境対応車の自動車重量税・自動車取得税が減免中。
　①次世代自動車（電気自動車・ハイブリッド車等）:免税（減税額例：▲15万円等）
　②平成22年度燃費基準＋25%達成車:75%軽減（▲11万円等）
　③22年度燃費基準＋15%･20%達成車:50%軽減（▲８万円等）

○エコポイント制度：省エネ家電製品を購入した際、価格の
　５％相当を「エコポイント」として、消費者に還元する制度。

法人税額×
30％

法人税額×
30％

法人税額×
30％

法人税額×
30％

※ラベルは財団法
　人省エネルギー
　センターのホーム
　ページより引用

現 行

平成21年度 22年度 23年度 24年度

改正案

平成21～22年

　交際費の損金算入特例につい
て、資本金１億円以下の法人（中
小法人）に係る定額控除限度額
が、400万円から「600万円」に
引き上げられます。

※中小法人は現在、交際費額の
　うち、定額控除限度額に達
　するまでの90％部分が損金
　算入できます。

拡充

現 行

※□内は、新規で措置されるもの

110万円

500万円住宅取得の
場合500万
円を上積み

計 610
万円まで
非課税

暦年課税の
基礎控除額

最大85万円
の減税

暦年課税
の場合

110万円

（住宅取得
の場合）

｢経済危機対策｣で拡充される税制等｢経済危機対策｣で拡充される税制等速報

～515商工会議所の要望がさらに実現～１． 中小企業の交際費の損金算入特例の拡充（定額控除額の引き上げ）

２． 研究開発税制（試験研究費の総額に係る税額控除制度等）の時限的拡充

３． 国内需要を喚起し、仕事と雇用の増大に資する政策

※平成２１年４月１日以後に
　終了する事業年度より適用

損金不算入損金不算入
交
際
費
額 90

％

超過額

定額控除
限度額
400万円

試験研究費
の12%

（中小の場合）

損金算入
最大540万円

損金算入
最大360万円

損金不算入損金不算入

最大180万
円の損金算
入枠の拡大

最大180万
円の損金算
入枠の拡大

交
際
費
額 90

％

超過額

定額控除
限度額
600万円

試験
研究費
の総額

税額控除
対象額

限度額

超過額

21年度分

超過額

試験
研究費
の総額

税額控除
対象額

限度額

21年度分

22年度分 超過額

試験
研究費
の総額

税額控除
対象額 限度額

21・22
年度分

試験
研究費
の総額

税額控除
対象額 限度額

（１）住宅取得のための時限的な贈与税の軽減 ※平成21年１月１日から２年間限定

（２）環境対応車(エコカー)への買換え等普及促進 ※平成21年４月10日に遡及適用

（３）グリーン家電（テレビ･エアコン･冷蔵庫）の普及加速 「エコポイント」の活用等

※｢燃費基準達成車｣
　のラベル

※｢燃費基準＋15％
　達成車｣のラベル

※ラベルは環境省の
　ホームページより引用

車齢13年超車から
「平成22年度燃費基
準達成車」（新車）へ
の買換え

要　　件 普通乗用車

25万円 40、80、180
万円

12.5万円

軽自動車 トラック・バスなど

☆☆☆☆かつ「平成
22年度燃費基準＋
15％以上達成車」
（新車）の購入

要　　件 普通乗用車

10万円

５％相当 ５％相当 ５％相当＋５％（地デジ対策）相当
リサイクル
料金相当

リサイクル
料金相当

リサイクル料金相当
（平均３％）

20、40、90  　　
万円

5万円

軽自動車 トラック・バスなど

☆☆☆☆以上の統
一省エネラベルが貼
られた製品の購入

さらに、リサイクル
　（買換）を伴う場合

要　　件 エアコン 冷蔵庫 テレビ

日本商工会議所日本商工会議所
各地商工会議所各地商工会議所



● 例えば10坪用天井埋込タイプ ●
標準取替え工事込み月額リース料
　　わずか 6,800円のみ

初期費用 ￥0-　修理費 ￥0-
定期点検・洗浄クリーニングサービス付き！

例えば、電気代が高い、音がうるさ
い、汚れている、調子が悪い、新しい
ものに取り替えたいけど費用をかけ
たくない、など何でもご相談下さい。

       堺支店
〒５９０-００７５
堺市堺区南花田口町２-３-２０
（南海高野線堺東駅・高島屋前）

072-221-7221

　

去
る
４
月
17
日
（
金
）、
大
阪
府
公
館
大

サ
ロ
ン
に
て
、
本
所
１
号
議
員
に
ご
就
任

さ
れ
て
い
ま
す
大
阪
コ
ー
ト
ロ
ー
プ
株
式

会
社
　

代
表
取
締
役
　

加
納
川
快
明
　

氏

が
、『
安
全
帯
支
持
具
及
び
こ
れ
を
用
い
た

安
全
帯
支
持
装
置
』
を
発
明
考
案
し
、
科

学
技
術
の
向
上
と
大
阪
府
産
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
21

年
度
大
阪
府
発
明
実
施
功
労
者
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

従
来
は
安
全
帯
の
固
定
に
は
多
数
の

ネ
ジ
ボ
ル
ト
を
使
用
し
、
そ
の
取
り
付

け
作
業
が
煩
雑
で
し
か
も
重
量
が
重
く

な
る
た
め
、
安
全
帯
の
装
着
が
徹
底
さ

れ
ず
高
所
作
業
中
の
転
落
事
故
の
原
因

と
な
っ
て
い
た
が
、
本
発
明
で
あ
る
「
安

全
帯
支
持
具
及
び
こ
れ
を
用
い
た
安
全

帯
支
持
装
置
（
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
イ
ヤ
）」

を
開
発
・
商
品
化
す
る
こ
と
に
よ
り
作

業
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も

に
、
高
強
度
の
ス
テ
ン
レ
ス
ワ
イ
ヤ
ー

（
1.5 

mm
）
の
使
用
に
よ
り
大
幅
な
重
量

の
軽
減
（
97
％
減
）
が
図
れ
、
高
所
作

業
の
安
全
性
確
保
、
施
行
時
間
の
短
縮
、

コ
ス
ト
の
削
減
、
省
資
源
に
も
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

　

４
月
15
日
（
水
）、
16
日
（
木
）

の
２
日
間
に
亘
り
、
新
入
社
員

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
本
セ
ミ
ナ

ー
は
社
会
人
の
意
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
確
認
し
、
有
意
義
な
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目

的
と
し
て
開
催
。
講
師
に
㈱
ウ

ィ
ル
の
福
田
雅
子
氏
を
お
迎
え

し
、
グ
ル
ー
プ
実
習
を
通
し
て

ご
講
義
い
た
だ
い
た
。
昨
今
の

雇
用
情
勢
の
悪
化
の
影
響
か
ら

か
例
年
に
比
べ
て
参
加
者
は
少

な
く
、
６
事
業
所
よ
り
15
名
の

新
入
社
員
の
方
々
が
受
講
さ
れ

た
。
新
社
会
人
の
皆
さ
ん
に
は

初
心
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
責
を
果
た
さ
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
社
員

セ
ミ
ナ
ー
開
催

平成２１年１月以降新たにご就任いただきました議員のみなさま平成２１年１月以降新たにご就任いただきました議員のみなさま

職務執行者氏名

柿　本　一　直 氏
樫　山　和　浩 氏
加納川　快　明 氏
鎌　野　裕　臣 氏
渋　田　　　尚 氏
森　　　和　臣 氏

１号議員

役　　職

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代　表　者

事　　業　　所　　名

柿本自動車工業株式会社

有限会社カシヤマ

大阪コートロープ株式会社

有限会社ユーシンＥ・Ｍ

株式会社ナイスツーリスト

クラフトスリーキャッツ

職務執行者氏名

野　畑　治　昭 氏

３号議員

役　　職

代表取締役

事　　業　　所　　名

濱名鐵工株式会社

職務執行者氏名

間井谷　正　幸 氏

２号議員

役　　職

代表取締役

事　　業　　所　　名

ＥＳＣ建材株式会社

加納川 快明 氏 （大阪コートロープ株式会社） が

大阪府知事表彰 “大阪府発明実施功労者賞” を受賞

加納川 快明 氏 （大阪コートロープ株式会社） が

大阪府知事表彰 “大阪府発明実施功労者賞” を受賞

特許年月日

平成１９年５月１１日

特 許 番 号

特許第３９５２４５０号

特許年月日

平成１９年５月１１日

特 許 番 号

特許第３９５２４５０号

祝

功績の内容

ビル建設現場等の高所作業における

安全確保、施行時間の短縮、コスト

の削減等に効果的な安全帯の取り付

け器具・工法の開発と実用化

（順不同・敬称略）
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大植　茂樹
川口　　隆
川辺　和広
杉本　太平
高橋　活成
寺田　伸一
鍋倉　一弘
廣瀬　健司
三井　　守
山仲　一規
吉岡　継宏

岩本　慶三
大植　　実
柏　　佳幸
河合　伸悟
栗下　　努
渋田　　尚
西　　　猛
福呂　智彦
藤原　又三
牧野　　稔

浅野　光司
石崎　克佳
井登　朋雄
伊藤　喜文
春日井重浩
小西　弘亨
田口　賢悟
濵田　有三
藤田　利久
森本　耀戸
山口　武志

尼田　正治
井上　憲一

　大杉日出太賀
大平　政一
岸田　啓一
高田　晴弘
中野　一夫
西村　裕二
濱田　英樹
松下　典久
源　　一憲

今井　義数
梅本　裕一
小野　　勝
加古　尚志
嘉手納良和
木村　昌臣
黒川　末弘
多田　展彦
中村　繁昌
西辻　永年
西山　悦博

 

　

ア
メ
リ
カ
を
震
源
と
し
た
金
融
危
機

が
全
世
界
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
金
融
市
場
の
混
乱
と
急

激
な
需
要
の
減
退
に
日
本
に
も
下
押

し
圧
力
が
強
ま
り
、そ
の
結
果
、
製
造

業
の
減
産
、
不
安
定
な
雇
用
情
勢
、
消

費
の
低
迷
と
い
う
負
の
連
鎖
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
の
企
業
は
、
規
模
に
関

係
な
く
１
９
９
０
年
代
に
バ
ブ
ル
の
負

の
遺
産
に
苦
し
み
な
が
ら
、
雇
用
・
設

備
・
債
務
の
過
剰
を
一
度
解
消
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
日
本
の
大
企
業
、
地

域
の
中
小
零
細
企
業
の
底
力
を
世
界

に
発
信
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

和
泉
の
青
年
経
済
人
の
集
合
体
で

あ
る
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
、こ
の
様
な
金
融

危
機
、
実
体
経
済
の
悪
化
を
乗
り
切
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
５

０
年
前
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
生

物
の
進
化
を
説
い
た
と
き
に「
こ
の
世
に

生
き
残
る
生
物
は
、
最
も
強
い
も
の
で

は
な
く
、も
っ
と
も
知
性
の
高
い
も
の
で

も
な
く
、
最
も
変
化
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
そ

平成21年度　和 泉 商 工 会 議 所 青 年 部 組 織 図 平成21年度　事 業 予 定

平
成
21
年
度

和
泉
商
工
会
議
所
青
年
部　

石
橋 

直
人

平
成
21
年
度

和
泉
商
工
会
議
所
青
年
部　

石
橋 

直
人

会長
所信

　

４
月
21
日
（
火
）
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
関
空
に

て
第
15
回
通
常
総
会
を
開
催
。
提
出
し
た
第

１
号
議
案
　

平
成
20
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
書
、
会
計
監
査
報
告
承
認
の
件
　

第
２
号
議
案
　

役
員
選
任
（
案
）
承
認
の
件
第

３
号
議
案
　

平
成
21
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
決
定
の
件
の
三
議
案
に
つ

い
て
何
れ
も
承
認
可
決
さ
れ
、
平
成
21
年
度
新

会
長
に
石
橋
直
人
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
会

員
相
互
、来
賓
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

 

平
成
21
年
度　
各
委
員
会
基
本
方
針 

 

平
成
21
年
度　
各
委
員
会
基
本
方
針 

委
員
長
　

前
川
　

由
博

地
域
開
発
委
員
会

　

地
域
開
発
委
員
会
で
は
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
活
力
あ
る
地
域
を
創
造
す
る
た
め
に
、
和
泉

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
力
を
結
集
し
無
限
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず
は
、
地
域
の

地
場
産
業
な
ど
を
絡
め
た
事
業
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
地

域
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
の
手
で
自
ら
の
未
来
を
創
る
こ
と
が
地
域
の
飛
躍
に
繋
が
る
こ
と

を
唱
え
ま
す
。そ
し
て
、
行
政
・
諸
団
体
と
の
協
力
体
制
を
強
固
に
し
、
互
い
を
認
め
合
い
、

地
域
の
た
め
の
運
動
や
活
動
を
協
働
し
、
連
携
を
強
め
る
こ
と
に
よ
り
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
力
強
い
原
動
力
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
長
　

渡
辺
　

智
章

会
員
拡
大
委
員
会

　

平
成
21
年
度 

ス
ロ
ー
ガ
ン『
進
化
す
る
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
』の
も
と
、会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。こ
の
１
年
を
通
じ
て
、で
き
る
だ
け
多
く
会
員
拡
大
の
発
想
を
出
し
合
い
、分
類
し
、こ
れ

ら
発
想
の
ひ
と
つ
を
実
施
し「
拡
大
策
の
実
施
報
告
」
を
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
具
体
的
作
業
は
総
務
広
報
委
員
会
を
は
じ
め
各
委
員
会
と
合
同
連
携
し
て

す
す
め
、
地
域
事
業
者
の
誰
も
が
広
く
参
加
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
発
信
し
た
く
考
え
ま
す
。

　

広
く
参
加
を
募
れ
る
仕
組
み
の
充
実
が
、即
ち
会
員
拡
大
で
あ
る
と
捉
え
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
相
互
参
加
・
相
互
支
援
」の
発
想
を
起
点
に
当
地
域
で
互
い
が
参
加
し
あ

う
会
員
拡
大
に
む
け
て
行
動
し
、あ
ら
た
な
仕
組
み
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
事
業
所
が
厳
し
い
景
気
へ
の
対
応
＝
進
化
を
す
す
め
る
な
か
、
会

員
拡
大
の
進
化
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

委
員
長
　

近
藤
　

三
千
代

総
務
広
報
委
員
会

　

総
務
広
報
委
員
会
は
、
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
活
動
に
直
結
出
来
る
よ
う
な
、
事
務
全

般
の
遂
行
に
務
め
ま
す
。総
務
の
面
で
は
、通
常
総
会
を
開
催
し
、和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
意

識
統
一
を
図
り
ま
す
。
次
に
、
広
報
の
面
で
は
、「
会
議
所
だ
よ
り
」
を
活
用
し
、
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
日
々
の
活
動
を
外
向
き
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
の
変
化
を
認
識
し
、メ
ン
バ
ー
の
連
携
を
基
本
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

持
て
る
力
を
余
す
こ
と
な
く
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
円
滑
な
総
務
運
営
を
行
い
、
積
極

的
な
広
報
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
存
在
価
値
の
高
い
和
泉
Ｙ
Ｅ

Ｇ
へ
進
化
で
き
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　

井
上
　

英
樹

研
修
委
員
会

　

創
立
か
ら
15
年
の
歳
月
を
経
て
本
年
は
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
り
、真
価
を
問
わ
れ
る
年
に
な

り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
進
化
す
る
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
を
目
標
に
、
企

業
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
生
き
残
る
た
め
の
方
策
を
得
る
た
め
、よ
り
実
践
的
な
例

会
を
企
画
、開
催
い
た
し
ま
す
。

数
　

回
に
わ
た
る
例
会
を
通
じ
て
、
和
泉
の
地
域
経
済
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し
て
、
各

メ
ン
バ
ー
の
１
年
後
の
経
営
者
と
し
て
の
資
質
の
進
化
お
よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

同
時
に
各
界
の
講
師
の
講
演
よ
り
現
在
の
経
営
環
境
の
情
報
を
得
、
自
身
の
企
業
経
営
の

問
題
点
を
探
り
、問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
例
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

会
員
交
流
委
員
会
で
は
従
来
の
例
会
、
家
族
例
会
等
を
踏
襲
し
つ
つ
、
楽
し
く
充
実
し
た

事
業
を
開
催
し
、メ
ン
バ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
深
め
ま
す
。

　

ま
た
例
会
事
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
異
業
種
間
交
流
、
他
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の

交
流
を
活
発
に
し
ま
す
。そ
の
活
動
が
自
己
研
鑽
や
各
事
業
所
の
発
展
に
繋
が
り
、
和
泉
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 委

員
長
　

橋
本
　

和
也

会
員
交
流
委
員
会

和泉商工会議所青年部
７日㈫第1回理事会議
21日㈫第15回通常総会（総務広報委員会）
12日㈫第2回理事会議
15日㈮5月度例会（研修委員会）
２日㈫第3回理事会議
19日㈮6月度例会（研修委員会）
７日㈫第4回理事会議
17日㈮7月度例会（地域開発委員会）
４日㈫第5回理事会議
21日㈮8月度例会（会員拡大委員会）
１日㈫第6回理事会議
18日㈮9月度例会（研修委員会）
　　　次年度役員選考委員会
６日㈫第7回理事会議
24日㈯～25日㈰和泉市商工まつり
４日㈬第8回理事会議
20日㈮家族例会（会員交流委員会）
　　　次年度正副会長予定者会議
１日㈫第9回理事会議
　　　忘年会（会員交流委員会）
　　　次年度正副会長予定者会議
５日㈫第10回理事会議
　　　新年会（会員交流委員会）
　　　次年度正副会長予定者会議
２日㈫第11回理事会議
　　　南ブロック合同例会（会員交流委員会）
　　　青年部旗争奪戦 表彰式
２日㈫新旧理事会議

   商青連／府青連／泉州ブロック

16日㈭府青連常任理事会

21日㈭府青連定例理事総会＜北大阪＞
23日㈯近畿ブロック会長会議＜草津＞

25日㈭府青連常任理事会

７日㈮府青連常任理事会

17日㈭府青連常任理事会
25日㈮～26日㈯近畿ブロック大会＜八尾＞

22日㈭府青連臨時理事総会

27日㈮～28日㈯全国会長研修会＜奈良＞

４日㈮府青連常任理事会

28日㈭府青連常任理事会

19日㈮府青連常任理事会

４日㈭～７日㈰全国大会＜愛媛・松山＞
25日㈭府青連常任理事予定者会議

平成21年
４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

平成22年

１月

２月

３月

青
年
部
だ
よ
り

平成21年度（第15回） 和泉商工会議所青年部通常総会 開催

う
で
す
。こ
の
言
葉
を
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
当
て
は
め
て
み
る
な
ら
ば
、
変
化
す

る
環
境
の
中
、い
か
に
進
化
し
、
生
き

残
り
、
次
世
代
の
繁
栄
に
繋
げ
る
の

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
答
え
と
し
て
、
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

存
在
価
値
を
高
め
る
行
動
を
起
こ
し

ま
す
。
存
在
価
値
を
高
め
る
と
は
、
地

域
の
中
で
必
要
と
さ
れ
、
期
待
さ
れ

る
組
織
に
進
化
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
年
度
、
和
泉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
持
て

る
力
を
外
向
き
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。メ
ン
バ
ー
お
の
お
の
が
持
つ
個
性
、

能
力
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、そ
の
メ
ン
バ
ー
数

を
考
え
ま
す
と
、
数
値
で
は
表
せ
な

い
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。こ
の
大
き

な
力
を
外
部
に
発
信
し
、
地
域
に
役

立
つ
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、わ
が

ま
ち
和
泉
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
、

和
泉
の
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

綱
領
・
指
針
を
礎
に
、
和
泉
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
共
に
進
化
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添

え
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

スローガン 「進化する和泉ＹＥＧ」

総　　　会顧　　問

花田　隆雄

塚田　昌久

木村　光男

高橋　澄代

北野　治義

森　　秀雄

相  談  役

井上　雅博

西辻　達佳

岩崎　道彦

商工まつり実行室

室　長  松岡 雅仁

副室長  冨岡 裕史

理 事 会 メ ン バ ー

青 年 部 全 員

副会長（会員交流委員会担当）

髭　　定幸

副会長（研修委員会担当）

森　 　和臣

副会長（総務広報委員会担当）

岩崎　克哉

副会長（会員拡大委員会担当）

宇野　洋一郎

副会長（地域開発委員会担当）

道川　　豊

地域開発委員会

委 員 長 前川由博

副委員長 大杉一之

会員拡大委員会

委 員 長 渡辺智章

副委員長 小川高司

副委員長 畑中宏文

総務広報委員会

委員長 近藤三千代

副委員長 長濵善二

研 修 委 員 会

委 員 長 井上英樹

副委員長 本山博章

会員交流委員会

委 員 長 橋本和也

副委員長 坂本健治

副委員長 辻　一哉

監　 事

田中　隆司

髭　　奉昭

直 前 会 長

庄司　昌規

会 　 長

石橋　直人事 務 局 長

池辺　豪俊

理　事　会



掛金は

損金ま
たは

必要経
費に

算入で
きます

!!

掛金は

損金ま
たは

必要経
費に

算入で
きます

!!

掛金は

損金ま
たは

必要経
費に

算入で
きます

!!

毎年収支計算し
剰余金があれば
配当金
も!

毎年収支計算し
剰余金があれば
配当金
も!

毎年収支計算し
剰余金があれば
配当金
も!

割安
な
掛金

で幅
広い
保障
!割安

な
掛金

で幅
広い
保障
!割安

な
掛金

で幅
広い
保障
!

見舞
金・

祝金
制度
が充
実

見舞
金・

祝金
制度
が充
実

見舞
金・

祝金
制度
が充
実

１年更新で
医師の

診査なし

１年更新で
医師の

診査なし

１年更新で
医師の

診査なし

業務上・業務外を問わず24時間保障

業務上・業務外を問わず24時間保障

業務上・業務外を問わず24時間保障
ご加入
のおすすめ
ご加入
のおすすめのおすすめ

い
ず
み
共
済

い
ず
み
共
済

幅
広
い
保
障
！（
見
舞
金・祝
金
制
度
＋
還
元
事
業
つ
き
）

入
院
給
付
金
付
災
害
割
増
特
約・ガ
ン
死
亡
特
約
付

福
祉
団
体
定
期
保
険
＋
見
舞
金+

祝
金
制
度

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
＊

和
泉
商
工
会
議
所
ま
で

☎
０
７
２
５
ー
４
６
ー
４
１
４
１

4月
5月
6月
8月

9月

10月

11月

12月
1月
2月
3月

　    行　事　予　定
第１５回通常総会（２０日）
第１回講習会（２７日）
近商女性連宝塚大会（４日）
納涼祭参加
全商女性連長野全国大会（４～５日）
老人ホーム慰問
和泉市商工まつり（２４～２５日）
※府商女性連研修交流会
※府商女性連南部ブロック研修会
第２回講習会
新年懇親会
親睦ボウリング大会
府商女性連総会及び講演会

　　  備　　　　考
岸和田グランドホール
快適ウォーキングセミナー
宝塚ホテル
介護老人保健施設ザ・シーズン
エムウェーブ
特別養護老人ホーム光明荘
池上曽根史跡公園

担当：堺商工会議所女性会
㈱国華園

キングボウル

副委員長

本山　睦子

副委員長

奥野加奈女

副委員長

志摩奈智代

副委員長

依田　茂子

委員長

山本　栄子

研  修

委員会

街づくり

委員会

事　業

委員会

社会福祉

委員会

広報親睦

委員会

総務会員拡大

委員会

副会長

釜阪由美子

副会長

阪口ゆみ子

会　長

岸脇　啓子

監　事

岡本　尚子
本山　高栄

顧　問

杉本　隆子

役 員 会

総　会

副会長

山崎ますみ

委員長

嶋村久美子

委員長

古下睦美

委員長

池辺悠紀子

委員長

家平マサミ

委員長

中塚　満子

　

女
性
会
平
成
21
年
度
（
第
15
回
）
通
常
総
会
を
４
月
20
日

（
月
）
、
岸
和
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
提
出
し
た

平
成
20
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
承
認
の
件
、
平
成
21

年

度

事

業

計

画

（
案
）
並

び

に

収

支

予

算
（
案
）
決

定

の

件
の
２
議
案
に
つ

い
て
何
れ
も
承
認

可
決
さ
れ
た
。

平成21年度（第15回） 和泉商工会議所女性会通常総会 開催平成21年度（第15回） 和泉商工会議所女性会通常総会 開催平成21年度（第15回） 和泉商工会議所女性会通常総会 開催

平成21年度 年 間 行 事 予 定 表 平成21年度 女 性 会 組 織 図

毎月第２水曜日　定例役員会

※の事業については日程変更になる場合あり

〈
平
成
21
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

 

〝
輪
〞と〝
笑
顔
〞で
柔
軟
な
発
想
を
！

〈
平
成
21
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

 

〝
輪
〞と〝
笑
顔
〞で
柔
軟
な
発
想
を
！

　

急
速
な
輸
出
の
減
少
、
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
景
気

後
退
に
地
域
経
済
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。こ
う
し
た
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
協
調
、
順
応
、
包
容

力
、
忍
耐
力
、
そ
し
て
育
む
力
と
い
っ
た
女
性
の
特
質
を
活
か
し
、

共
生
、
調
和
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
女
性
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
を
も
っ

て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
行
動
す
る
女
性
会
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

（
１
）
組
織
充
実
　
　

（
２
）
会
員
増
強

○
総
務
・
会
員
拡
大
委
員
会

　
　

総
会
開
催
、
会
員
増
強
に
関
す
る
こ
と

○
広
報
・
親
睦
委
員
会

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
親
睦
事
業
の
企
画
・
推
進
等

○
社
会
福
祉
委
員
会

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

○
事
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開催日時 ５月26日（火）10時 ～
　マル経融資 （小規模事業者経営改善資金融資制度） とは、 

商工会議所の経営指導を受けて経営の改善をしていこう

とする方に商工会議所の推薦により☆無担保☆無保証人

☆低利率で日本政策金融公庫から貸し出されるものです。

とする方に商工会議所の推薦により☆無担保☆無保証人

☆低利率で日本政策金融公庫から貸し出されるものです。

1,500万円 貸付時の金利で固定
H21年４月10日現在

（金利は変動します）

（１年以内据置可）

資金の使途

運転資金

設備資金

融資限度額 利　　率 返済期間

2.1% 7年以内

（２年以内据置可）

10年以内

審査の結果により、融資をご利用頂けない場合があります。審査の結果により、融資をご利用頂けない場合があります。

５月度 国金･マル経融資審査会のお知らせ５月度 国金･マル経融資審査会のお知らせ５月度 国金･マル経融資審査会のお知らせ

　上記日程にて、５月度マル経融資審査会を開催いたし
ますので、今回お申込みを希望されます事業所様は、 
５月19日（火）迄にご相談下さい。 
　締切り日が過ぎますと翌月扱いとなりますので、 
予めご了承頂きます様お願い申し上げます。 

締切り日 ５月19日（火） 

お問い合わせ先　　　　　　 和 泉 商 工 会 議 所    TEL 46 ― 4141

ご利用下さい！ご利用下さい！ マ ル 経 融 資マ ル 経 融 資ご利用下さい！ マ ル 経 融 資

代  表　前　田　隆　広
〒594‐1151  

和泉市唐国町3-2-37

株式会社 三 洋 化 学 研 究 所
代表取締役    𠮷　村　賀　史
〒587‐0012 

堺市三原区多治井148-1

医薬品製造業

土木建設業

FAX 0725－41－1115

TEL  0725－41－1115

FAX 072－362－0670

TEL  072－361－6633

FAX 0725－53－4622
TEL  0725－53－4622
携帯 080－5343－9763

シ ホ  シ ホ
代 表 者    日　比　二三子
〒594‐0005  

和泉市幸2丁目2-40-105

子供服小売

〒594‐1151

和泉市唐国町4-8-14 
板金・金物工事業

FAX 0725－39－8665

TEL  0725－39－8665

岡 本 建 設 工 業
代 表 者    岡　本　宏　嗣
〒594‐0031  

和泉市伏屋町3-5-35

TEL  0725－53－3565

新 海 板 金 製 作 所
代 表 者    松　井　敏　文

名入れノベルティ、記念品、ギフト販売
　http://namaeire.ocnk.net/
名前入れどっとこむブログ 名入れノベルティの色々な物語
　http://ameblo.jp/namaeire/

e-mail:maeda@namaeire.ocnk.net

中小・小規模企業の返済負担が軽減され、
資金繰りが楽になります

中小・小規模企業の資金繰りがさらに改善！
1.日本政策金融公庫、商工中金、信用保証協会における元本返済猶予への取組強化
2.商工会議所等のマル経融資（無担保・無保証）の大幅な拡充
1.日本政策金融公庫、商工中金、信用保証協会における元本返済猶予への取組強化
2.商工会議所等のマル経融資（無担保・無保証）の大幅な拡充

マル経融資が大幅に拡充されます

日商の提言に盛り込んだ中小・小規模企業の金融・資金繰り対策の要望がさっそく実現！日商の提言に盛り込んだ中小・小規模企業の金融・資金繰り対策の要望がさっそく実現！

（例えば、以下の３つの要件を満たす場合には、半年～１年間程度の

元本返済猶予に係る申出が可能です）

①売上高の急減により資金繰りに困難を生じている企業で、今後の受注環境

の回復などによって業況の回復が見込まれ、猶予期間終了後、正常返済に

復帰する見込みがあること。

②関係する金融機関がある場合には、協調して継続的な支援を行なう見込み

となっていること。また、元本返済猶予の実施について、保証人の同意が得

られること。

③利払いが継続的に行われてきており、今後も継続される見込みがあること。

（ただし、金利等の大幅な減免を既に受けている企業は、今般の措置の対象としない）

日本政策金融公庫、商工中金からの融資や
信用保証協会の保証を受けている方は
公庫や協会の窓口にすぐにご連絡を！

日本政策金融公庫、商工中金からの融資や
信用保証協会の保証を受けている方は
公庫や協会の窓口にすぐにご連絡を！

※審査の結果によっては、ご利用いただけない場合があります。

1.融資限度の拡充
　（現行）1,000万円

2.融資期間の延長
　（現行）運転資金5年

設備資金7年

3.据置期間の延長
　（現行）6カ月

（今後）1,500万円

（今後）運転資金7年
　　　設備資金10年

（今後）運転資金1年
　　　設備資金2年

建 設 業

TEL  0725－55－1737

前 八 建 設
代 表 者　前　田　八　郎
〒594‐1115  和泉市平井町585-4



６

詳しい改正内容などについては、
　最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）におたずねください。
　また、改正内容については、厚生労働省ホームページにおいて
も確認できます。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken.html

平成20年度

平成21年度

一 般 の 事 業

農 林 水 産
清酒製造の事業

建 設 の 事 業

事業の種類 保 険 率 事業主負担率 被保険者負担率

1 5 / 1 0 0 0

1 7 / 1 0 0 0

1 8 / 1 0 0 0

9 / 1 0 0 0

1 0 / 1 0 0 0

1 1 / 1 0 0 0

  6 / 1 0 0 0

  7 / 1 0 0 0

  7 / 1 0 0 0

一 般 の 事 業

農 林 水 産
清酒製造の事業

建 設 の 事 業

事業の種類 保 険 率 事業主負担率 被保険者負担率

1 1 / 1 0 0 0

1 3 / 1 0 0 0

1 4 / 1 0 0 0

7 / 1 0 0 0

8 / 1 0 0 0

9 / 1 0 0 0

  4 / 1 0 0 0

  5 / 1 0 0 0

  5 / 1 0 0 0

■ 短時間就労者及び派遣労働者の方の雇用保険の適用基準を以下のと
おり緩和しました。

■ 倒産や解雇などの理由により離職された方（特定受給資格者）や期間の
定めのある労働契約が更新されなかったことにより離職された方で、次
の１～３のいずれかに該当する方について、特に再就職が困難だと公共
職業安定所長が認めた場合は、給付日数が60日分（※①）延長されます。

１受給資格に係る離職日において45歳未満の方（※②）

２雇用機会が不足している地域として指定する地域に居住する方（※②）
　☆指定地域については、厚生労働省ＨＰで確認することができます。

３公共職業安定所で知識、技能、職業経験その他の実情を勘案して再就職
支援を計画的に行う必要があると認められた方

※①被保険者であった期間が通算して20年以上かつ所定給付日数が270日又は
　330日である方は、30日分の延長になります。

※②１及び２については、基本手当受給中に積極的かつ熱心に求職活動を行って
　いる方が対象となりますので、求人への応募回数等が少ない方や、やむを得
　ない理由がなく所定の失業認定日に来所しなかった方などは対象になりません。

☆就職が困難なものに係る所定給付日数となっている方は、当該所定給付日数が
手厚くなっているため、延長の対象とはなりません。

☆平成21年３月31日に基本手当の所定給付日数分の支給終了日を迎える方から
受給資格に係る離職日が平成24年３月31日までの方が対象となります。

■ 特定受給資格者に該当しない方であっても、期間の定めのある労働
契約が更新されなかったことその他やむを得ない理由により離職さ
れた方（特定理由離職者）については、通常、基本手当の受給資格要件
として離職日以前の２年間に被保険者期間が通算して12か月以上必
要なところ、離職日以前の１年間に被保険者期間が通算して６か月以
上あれば受給資格要件を満たすようになりました。

■ また、期間の定めのある労働契約が更新されなかったことにより離
職された方は、基本手当の所定給付日数が特定受給資格者と同様に手
厚くなりました。

　☆受給資格に係る離職日が平成21年３月31日から平成24年３月31日までの間
　である方が対象となります。

■ 期間の定めのある労働契約の締結の際に労働契約が更新されること
が明示されていたにもかかわらず契約の更新がされずに離職された
方については、雇用期間が１年未満であれば特定受給資格者となって
いましたが、雇用期間１年未満という要件を緩和し、雇用期間１年以
上でも該当するようになりました。

　☆受給資格に係る離職日が平成21年３月31日以降の方が対象となります。

■ 早期に再就職した方が一定の要件を満たしている場合に支給される
「再就職手当」の給付率が、支給残日数に応じ、30％から次のとおり引
き上げられました。

　　基本手当の支給残日数が
　　　○所定給付日数の３分の２以上である場合・・・50％
　　　○所定給付日数の３分の１以上である場合・・・40％

■ 所定給付日数が90日又は120日の方は、「支給残日数が所定給付日数
の３分の１以上かつ45日以上」残っていることが必要とされていまし
たが、「支給残日数が所定給付日数の３分の１以上」あれば支給対象と
なるよう、支給要件が緩和されました。

☆再就職した日が平成21年３月31日から平成24年３月31日までの間である方が
対象となります。

■ 就職困難な方（障害のある方等）で再就職し、一定の要件を満たして
いる場合に支給される「常用就職支度手当」の給付率が、30％から40％
に引き上げられました。

■ また、支給対象者を拡大し、再就職した日において40歳未満で、かつ、
同一の事業主に雇用保険の一般被保険者として一定期間継続して雇
用されたことがない方等が対象となりました。

☆再就職した日が平成21年３月31日から平成24年３月31日までの間である方が
対象となります。

■ 育児休業給付は育児休業中と職場復帰後に分けて支給されています
が、平成22年４月１日以降に育児休業を開始した方については、

　給付金を統合して全額育児休業中に支給されることになりました。

■ また、平成22年３月31日までとされていた給付率引上げ（休業開始時
賃金の50％）が、当分の間、延長されます。

☆ 平成22年３月31日までに育児休業を開始された方は、育児休業基本給付金とし
て育児休業中に30％、職場復帰して６か月経過後に育児休業者職場復帰給付金
が20％支給されます。

■ 失業等給付に係る雇用保険料率が、平成21年度に限り0.4％引き下げ
　られました。

☆ 平成21年４月１日以降に、改正後の適用基準を満たす労働者を雇い入れた
場合には、当該労働者に係る雇用保険被保険者資格取得届を管轄の公共職業
安定所に提出する必要があります。

☆ また、平成21年４月１日より前から勤務している労働者であっても、上記の緩
和が行われたことにより、平成21年４月１日以降、適用基準を満たすことと
なった場合には、当該労働者に係る雇用保険被保険者資格取得届を管轄の公
共職業安定所に提出する必要があります。

☆特定理由離職者に該当する方は、次の１又は２のいずれかに該当する方です。
　１期間の定めのある労働契約の期間が満了し、かつ、当該労働契約の更新が

　ないことにより離職された方 （その方が当該更新を希望したにもかかわら
　　ず、当該更新についての合意が成立するに至らなかった場合に限ります。）

　２正当な理由のある自己都合により離職した方

☆受給資格に係る離職日が平成21年３月31日以降の方が対象となります。

　適用基準を満たす労働者を新たに雇用した場合は、管轄する公
共職業安定所へ雇用した日の属する月の翌月10日までに雇用保
険被保険者資格取得届を提出することが義務付けられています。

○１年以上の雇用見込みがあること
○１週間当たりの所定労働時間が20時間以上であること【旧】 
○６か月以上の雇用見込みがあること
○１週間当たりの所定労働時間が20時間以上であること【新】 

事業主
の

皆様へ

平成21年4月から

雇用保険制度が変わりました！
労 働 者 
求 職 者  の皆さまへ  事 業 主

主な改正事項は以下のとおりです。
１．雇用保険の適用範囲の拡大
２．雇止めとなった非正規労働者に対する基本手当
の受給資格要件の緩和と所定給付日数の拡充

３．再就職が困難な方に対する給付日数の延長

４．再就職手当の給付率引上げ及び支給要件の緩和
５．常用就職支度手当の給付率引上げ及び支給対象
者の拡大

６．育児休業給付の統合と給付率引上げ措置の延長
７．雇用保険料率の引下げ

１  雇用保険の適用範囲の拡大

３  再就職が困難な方に対する給付日数の延長

２  雇止めとなった非正規労働者に対する基本手当の
  　受給資格要件の緩和と所定給付日数の拡充

４  再就職手当の給付率引上げ及び支給要件の緩和

５  常用就職支度手当の給付率引上げ及び支給対象者の拡大

６  育児休業給付の統合と給付率引上げ措置の延長　※平成２２年　　４月１日施行

７  雇用保険料率の引下げ

厳しい雇用失業情勢を踏まえ、雇用保険制度のセーフティネット機能及び失業された方に対する再就職支援機能を強化するため、雇用保険制度を改正しました。



・性能や品質を試験したい。
　装置や設備を利用したい。
・技術情報を知りたい。新たな技
術を習得したい（人材育成）。

・加工機を自動化したい。生産管
理システムを導入したい。

・共同で研究開発したい。

 

ある程度達成
39%

達成できず
１% 達成できた

60%

 
 

こんな相談受けてます

大阪府立産業技術総合研究所
Technology Research Institute of Osaka Prefecture

大阪府立産業技術総合研究所
Technology Research Institute of Osaka Prefecture

平成２０年度利用者アンケートの結果
（年間４回以上の利用社の場合）

課題解決につながった割合は
９９％です！

ちょっとしたトラブル解決から

新製品開発研究まで、

使わないともったいない！

ちょっとしたトラブル解決から

新製品開発研究まで、

使わないともったいない！

お気軽にご相談ください。
　　　　  相談は無料です！

大阪府立産業技術総合研究所
技術支援センター：０７２５－５１－２５２５

大阪府立産業技術総合研究所ホームページ：http://tri-osaka.jp/

インターネット技術相談：http://tri-osaka.jp/tri24c.html

大 阪 府
からの
お知らせ

大 阪 府
からの
お知らせ

■ 対象事業者
　全てのマニフェスト交付者（産業廃棄物排出事業者）すなわち産業廃棄
物処理業者等に収集運搬又は処分を委託した全ての事業者が対象です。

■ 報告内容及び報告期限
　前年度のマニフェストの交付状況（産業廃棄物の排出量、マニフェストの
交付枚数等）を法で定める様式で毎年６月３０日までに報告してください。

■ 報告書提出先
大阪府域（大阪市、堺市、高槻市及び東大阪市を除く。）に所在する事業所
　　　　 大阪府事業所指導課 （建設業の方は産業廃棄物指導課）
　送付先：〒540-8570 大阪府環境農林水産部環境管理室事業所指導課
　　　　 （住所の記載は不要です。）
　＊大阪市、堺市、高槻市及び東大阪市の事業所の方はそれぞれの市役所へ

■ 問合せ先

　マニフェスト交付等状況報告書又は簡単に報告書が作成できる

マニフェスト集計支援システムはホームページをご利用ください。

大阪の環境ホームページ（エコギャラリー）は、
　　　　　　　　http://www.epcc.pref.osaka.jp/です。

　エコギャラリー ⇒ メインメニュー （廃棄物・リサイクル） ⇒　

　⇒ 産業廃棄物 （マニフェスト交付等状況報告書又はマニフェスト集計支援システム）です。

なお、報告書は電子申請＊で報告できますので、是非ご利用ください。

＊電子申請は、マニフェスト集計支援システムから利用できます。

大阪府環境農林水産部環境管理室事業所指導課

　　〒540-0008 大阪市中央区大手前２－１－２　

　　　　　　　 国民会館・住友生命ビル５階

TEL 06ー6944ー6716

　和泉市では中小企業者の負担の軽減を図り、経営の安定を支援するため、大阪
府制度融資『緊急経営対策資金』の融資を受けた方に、支払った信用保証料の全
部又は一部を補給します。

１．補給対象者
平成20年10月31日から平成21年10月31日までの期間に『緊急経営対策資
金』の融資実行を受けており、信用保証料を支払っている中小企業者。
①和泉市内に住所又は事業所のある個人事業主
②和泉市内に本社又は営業所のある法人

２．保証料補給額及び限度額
保証協会が定めるところにより算定した保証料で最高限度額５万円（１
事業所１回限り）

３．申請方法
平成20年10月31日以降『緊急経営対策資金』の融資決定を受けた方は、融
資実行日から2ヶ月以内に以下の書類を和泉市商工観光課へ提出してく
ださい（郵送可）。

４．提出書類
①和泉市信用保証料補給申請書（様式第１号）
②信用保証料の払込が分かる書類の写し
③保証協会発行の「保証のお知らせ」又は保証書の写し
④確定申告書又は開業届の写し

５．制度の流れ
①保証料補給申請書の提出　②交付決定通知書・補給金請求書の送付
③補給金請求書の提出　　　④補給金の交付

和泉市役所　環境産業部　商工観光課
〒594ー 8501  和泉市府中町二丁目７番５号
TEL 0725－41－1551 ㈹　
ＨＰ http://www.city.izumi.osaka.jp/ 商工・金融関連支援制度

お 問 い

合わせ先合わせ先

平成20年10月31日から
平成21年 3月31日
平成21年 4月 1日から
平成21年 6月30日
平成21年 7月 1日から
平成21年10月31日

平成21年 6月 1日

平成21年 8月31日

平成22年 1月 5日

平成21年 7月上旬

平成21年10月上旬

平成22年 2月上旬

第一次対象者

第二次対象者

第三次対象者

補 給 時 期補 給 時 期補 給 時 期補給申請期限補給申請期限補給申請期限融 資 実 行 日融 資 実 行 日融 資 実 行 日

信用保証料を補給します！信用保証料を補給します！

※様式第１号
については、
下記HPから
ダウンロード
できます。

産業廃棄物排出事業者の方へ・・・
産業廃棄物管理票（マニフェスト）の
交付状況について報告してください

産業廃棄物排出事業者の方へ・・・
産業廃棄物管理票（マニフェスト）の
交付状況について報告してください

がんばる中小企業者応援事業



※500kkg 以 上

の出張細断

の場合は駐

車スペース

（約 9m×

　 高さ 3.5m）

が必要です

　和泉商工会議所は環境貢献と企業価値向上のため、エコマーカー

事業の取組みを行っています。

　エコマーカー事業は企業が排出する使用済み文書 (機密文書・保

管期限切れ保存文書 ) の処理にお困りの事業所へ、大型シュレッダ

ー搭載の「エコポリスバン」を配車し、目の前で細断処理します。

　機密文書などの安全な処理により、日々のシュレッダー処理の手

間を省き、細断古紙は焼却せず製紙原料会社へ回収され、再生品と

してリサイクルすることにより、CO２発生を抑制し、地球温暖化防

止に貢献でき、環境貢献企業としての役割が果たせます。

地球環境への貢献にも寄与

　　エコマーカー事業への参加方法は
1、お申込み

2、細断実施日のお打ち合わせ

3、細断実施 ( 計量 )

4、機密処理・リサイクル管理票発行

5、請求書・機密処理・リサイクル証明発行

6、エコマーカーポイント発行

ＤＭの発送にかかる手間・時間・経費の見直しに

○ 内　　容　会社ＰＲ・新製品営業案内
　 　　　　　各種イベント・割引サービス等
○ 発 送 日　毎月１０日～１５日頃発送
○ 発行部数　約２，０００部
○ サ イ ズ　Ａ４かＡ４サイズ以下 
　　　　　　　（両面・片面・白黒・カラーは問いません）
　　　　　　 三つ折りでお願いします。
○ 料　　金　会　員１０，０００円 （消費税込み）
　 　　　　　非会員３０，０００円 （消費税込み）

○ 申込方法　チラシの見本を会議所へＦＡＸ又はご持参下さい。 
                   （発送月の前月２０日まで）
○ 申込期日　6月号に同封希望の場合、 6月5日までに２，０００部を
                   ご用意して和泉商工会議所までご持参下さい。
○ 支払方法　同封物持参時に現金又は指定口座への振込みでお願いします。

※チラシの内容が当サービス運営上、不適当と思われる場合は、

　お申込みをお断りさせていただく場合がありますので、予めご了承下さい。

ポイントシステムを始めました。

　11回ご利用いただきましたら、

　12回目は無料にさせていただきます。

当所会報「いずみ会議所だより」の発送封筒内に、事業所様のチラシを
同封するサービスを実施しております。 是非ビジネスチャンスの拡大に
ご利用下さい。概要は下記のとおりです。

お問い
合わせ　和泉商工会議所　

広報担当まで
  

　　　　　　　　　 　　ＴＥＬ：０７２５－４６－４１４１  

チラシ同封
サービス
実施中

チラシ同封
サービス
実施中

チラシ同封
サービス
実施中

チラシ同封
サービス
実施中

　貴社のお取引先、お知り合いの方で本商工会議所の会員

にまだ入会されていない事業所様がございましたらご紹介

くださいますようお願い申し上げます。

　職員が訪問の上、ご説明をさせて頂きます。

和泉商工会議所　ＴＥＬ：０７２５－４６－４１４１

◎希望の方は、本所までお申込み下さい。
◎200字程度。   
◎写真が１枚必要です。


	1
	2P
	3P
	4p
	5P
	6P
	7p
	8p

